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研究成果の概要（和文）： 

これまで我々は、チューイングによるストレス緩和効果を明らかにしてきた。さらに、チュ

ーイング時の運動条件に着目し、チューイング速度の違いがストレス緩和に影響を及ぼすこと

を報告してきた。今回はチューイング力に着目し、チューイング力がストレス緩和に及ぼす影

響を検討した。その結果、強いチューイングが弱いチューイングと比較してストレスを緩和す

ることが明らかとなった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We reported mental stress reduction by chewing. Furthermore, In terms of masticatory 

movement parameters, we reported that a fast chewing rate induced a greater reduction 

in mental stress than a slow one. We focused on the chewing force, investigated the 

influence of chewing force on mental stress reduction. The results suggested that 

a strong chewing force induced a greater reduction in mental stress than a weak one. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、ブラキシズムおよびチューイングが

ストレス反応の一つである視床下部下垂体

副腎皮質系に影響を及ぼすことが報告され

ている。我々はストレス負荷後にチューイン

グおよびクレンチングを行うことが視床下

部下垂体副腎皮質系の反応を抑制すること

をヒトにおいて明らかにした。しかし、チュ

ーイング時の運動条件については限られた

報告しかない。 
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２．研究の目的 

チューイング力の違いが精神的ストレス

の緩和に及ぼす影響を唾液中のストレス指

標（コルチゾール濃度）を用いて明らかにす

ること。 

 

３．研究の方法 

被験者は健常有歯顎者男性20名とした。

被験者に20分間安静を保たせた後に、スト

レス負荷として暗算を20分間行わせた。そ

の後、10分間のガムチューイングを行わせ

た。チューイングの条件は弱い力、習慣的

な力および強い力に設定した。チューイン

グ後は20分間の安静を2度保って実験終了

とした。 

ストレス状態の評価には唾液中ストレス

指標であるコルチゾール濃度を使用した。

唾液の採取時期は20分間安静後(S1)、スト

レス負荷直後(S2)、10分間のチューイング

後(S3)、チューイング後の安静20分後(S4)

の計4回とした。唾液採取時間は2分間とし

た。得られた唾液からRIA法にて唾液中コル

チゾール濃度を計測した。唾液中コルチゾ

ール濃度の分析は、ストレス負荷直後から

10分間のチューイング後の変化量の割合と、

ストレス負荷直後からチューイング後の安

静20分後の変化量の割合を変化率として算

出した。また、筋電計を用いて、両側咬筋

の表面筋電図を導出し、チューイング10分

間の振幅の平均値および総筋活動量を求め

た。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

４．研究成果 

チューイング 10 分間の両側咬筋の表面筋

電図の値に条件間で有意差が認められたこ

とから、実験条件としての力に差があること

を明らかとした。 

ストレス負荷直後から 10 分間のチューイ

ング後の唾液中コルチゾール濃度の変化率

は有意差があり、強い力の条件の時に弱い力

の条件時よりも大きく減少した。 

本研究からチューイング力の違いは唾液

中コルチゾール濃度に影響を与え、強いチュ

ーイングは弱いチューイングと比較して精

神的ストレスを緩和することが明らかとな

った。 
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